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議論  
温度カラーマップ  柱密度カラーマップ  

それぞれの分子雲コアで柱密度のピーク周�辺で温度が
高い！！  

電離ガスの影響が広範囲!!??  



結論  
•  馬頭星雲、NNGGCC22002233領域で55つのコアを同
定  

•  コアAAは先行研究と同様にIICC443344による加熱
が見られた  

•  コアBBは電離ガスによって収縮がトリガーさ
れた分子雲コアの可能性あり  

•  コアCC,,DD,,EEはIICC443344に加えて原始星や反射星
雲からの外的な影響が大きい  

•  電離ガスが広範囲である可能性あり  


